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－風向別高濃度出現時間数の経年変化－ 
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発表内容  北陸地方では春季に光化学オキシダント(Ox)の高濃度が観測されること
が多く、その原因の一つに東アジア地域からの長距離輸送の寄与が考えら

れている。この春季の高濃度要因等を解明するため、北陸 3県が情報交換
を行うとともに共同で高濃度事例の基礎的な解析を行っている。 
前報（平成 20 年 9 月；大気環境学会；富山県発表）では、多くの観測
局で高濃度が観測された平成 19 年 5 月の事例について、後方流跡線解析
等から、アジア大陸から西日本を経由する気塊の影響を受けた可能性が高

いと考えられることを報告している。 
今回、このように西から移動してきた大気による高濃度出現が一過性の

ものなのか、あるいは、統計的に見ても増加傾向にあるものなのかを明ら

かにするため、北陸三県の大気測定局 15局における 4月から 6月の風向
別高濃度出現時間数が過去 10年間（1998-2007）の前半と後半でどのよう
に変化したかを調べた。 
その結果、高濃度出現時間数は全体的に増加傾向にあり、風向別にみる

と、西風における出現時間数の増加率が、東風における増加率を大きく上

回っていた。（80ppb以上では、西風 1.5倍、東風 1.0倍。100ppb以上で
は、西風 2.8倍、東風 1.5倍。） 
したがって、近年の高濃度の特徴として、西から移動してきた大気によ

り高濃度が観測される事例が増えていることが、統計的な集計結果からも

確認された。 
 


